















































































































































































































































昭和 5年（1930） 二十六日町屯所 （峠舘）
昭和 9年（1934） 十一日町屯所

























































3） インターネット 管理者 かず（八戸市消防団 第一分団二班 団員経験者）（アクセス日 2011年8月1
日）
「八戸市消防団第一分団二班旧二番組を紹介応援する私的ホームページです。
廿六日町消防団の屯所を観光資源に！
八戸市消防団第一分団二班 廿六日町屯所は大正13年5月16日未明に本鍛冶町より発生した火災，所謂
「八戸大火」によって消失した屯所に替わり，昭和5年5月に棟梁 峠舘由太郎によって間口5間 奥行7
間の現屯所が新築されました。（八戸市消防団史参照）
このページをごらんの方は，当班屯所が，八戸100景のなかの1つに選定されていることをご存知でしょ
うか？
たくさんある景観の中で広く市民に「よい景観」として，当班の屯所が認識されていることの現れである
と実感します。
青森テレビの番組でも紹介されました。新幹線がきたということで，今いちど市内の観光名所，歴史的な
スポットとしての屯所を考えたときに，はたしてこのままでいいのであろうかと思うのです。
最近では八戸市政80周年記念の小林伸一郎氏の写真集にも掲載されたり，さまざまな雑誌やメディアで
紹介されました。
100景に選ばれたほどのこの屯所，外壁は薄汚れ，裏の外壁も，長い年月で風雨にさらされて反り返り，
中にははがれてしまい，建築当時の土壁が見えているところもあります。いままで「そこにあって当たり前」
と思い続けてきたわれわれ団員も問題であると思います。
現況のままではいずれ取り壊されてしまいます。屯所は市の持ち物です。維持できなくなったりすれば取
り壊して新しいのを立てればと言う方もいると思いますが，この建物に関しては別であると思います。
今後は地元町内会廿六日町消防団，関係機関等連携して保存，観光資源，防災の拠点として活用の道が
開けることに期待します。
2002年11/10追記 旧正田邸の問題を見て… 文化財指定は難しそうです。補修，増築などを施してい
るためだそうで，当班の屯所も同様の理由で難しいかもしれません。何とかいい方法はないものでしょうか…
2003年5/21追記 黒石市消防団 第二分団第二消防部の屯所が，文化財的な価値，地域おこし資源とし
ての存在意義が改めて見直され，市文化財の指定を受けるため当時の写真を元に，サッシなどに入れ替えら
れた扉，窓を元の木製を復元し入れ替えたとの事です。
ということは，当班の屯所には火の見櫓は建設当時はなかったと私は推測しているが，外側だけでも往時
の姿を復元させられれば，文化財指定も可能であると言うことでもあります。
財源は新市町村振興宝くじ交付金事業を活用，費用は約三百十五万円だそうです。」（一部の文字を修正）
この小稿で取り上げた八戸市およびその隣接地域に建てられた消防屯所を再訪したいと思っていま
す。なお，八戸市およびその隣接地域だけでなく，東日本大震災の被災地の方々にお見舞いを申し上
げます。
（ひらい きよし 国際文化研究所特任教授近代文化研究所所員特任教授）
―９―
